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概要

医療秘書に対する医学用語教育の目標設定を行うため，英文診療録での用語の頻度調査を行った。
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調査の結果，診療録では一般的な英語の使用もあるか，病名などには造語方式の用語が集中的に使われている

ことが明らかになった。

また，現在の情報化 • 国際化の進展に伴い ， 医療秘魯教育においては，具体的な査料を多く用いて，基礎的な

英語カ ・語梨力をつける必要かあることかわかった。

1.はじめに

我々 は， 川崎医療短期大学の医学用語教育研

究の一環として， 川崎医科大学附属病院（以下，

附屈病院と略す）での診療録の用語 ・略語の分

析を行った 1-4)。その調査により ，症状・徴候に

関する記載は日本語よりもむしろ英語が多いこ

と，また，英語の中では，専門分野 ・疾病名な

どについては，ギリシャ語 ・ラテン語から造語

法 (word-buildingsystem)によってできた医

学用語（以下，「医学用語」とする）の使用比率

か一般英語と比較して高いこと，また，略語に

よる記載が多いことから，意味不明確なものが

予想以上にあって，混乱した状態であるという

結果を得た。

医療秘書科における医学用語教育の実態調査

では，現状では教えるべき範囲や用語の基準か

曖味なため，応用力をつけるためには基礎教育

か重要であるということを確認した叱

さらに，教えるべき医学用語自体について，

より正確な情報を得るために，医学用語の造語

法，特に，音の脱落現象及び語要素の区別につ

いて調査を行い，造語システムにおけるルール

は，慣用的に変化 しているので，数多くの演習

か必要であるという結論を得た6,7)。

今回我々は，英語で記載された診療録の用語

調査を試みた。これは，以前に附属病院の診療

録を元にした調査を行ってはいるが，欧米にお
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ける英文診療録の用語調査は行っておらず，用

語の使用について，より 正確で説得力のあるデ

ータを得るためには必要と思われたからである。

また，今回の調査では，特に教育対象を，医師

の補佐として医療記録及び医学文献を取り扱う ，

医療秘書においた。

2.調査対象と方法

英語で記載された診療録を入手し，検索する

ことは実際には難しい。したがって，今回の調

査では，診療録の実例が記載されている文献を

利用した 8-21)。アメリカで発行されている医療関

係の文献の中から，診療録の実例としてあげら

れているものを収梨したが，これらは，実際に，

transcribing用のテキストとして使われている

ものである。全体的には， DischargeSummary 

（退院時要約），Chief Complaint（主訴），

Pathology Report（病理レポート ）などの部分

が中心となっている。紹介状の部分は，通信文

の性格があり ，語梨に偏りかあると考えられる

ため省略した。

それらを，スキャナー及びキーボードから，

コンピューターにテキストファイルとして入力

した。その総語数は，91,304語である。

また，教育対象を医療秘書にしたことで，英

文診療録の他に英語の医学文献の用語調査 も併

せて行った。一般的な疾病の各症状について，

広く総合的にとらえてある診断用の文献を選択

し， 55,017語を入力した 22)0 

入力した文章は，語句解析プログラムEWC

(S.ITO氏作）にかけて，頻度順に整理した。

その上で，改めて，語句のチェ ソクを行い，活

用形などは 1語としてまとめ，MicrosoftEXCEL 

及び MicrosoftACCESSで分析した。

3.結果

処理した語句は，まず頻度順に整理した。ま

た，接頭辞 ．接尾辞 ・連結形別に分頬して，そ

の使用傾向も見た。

(1) 頻度順

医療用語の使用状況を調べるという点から，

処理した単語の中から，機能語及び動詞・副詞・

数詞等は省いて，名詞 ・形容詞を対象として，

頻度順に整理した。

表1-1は， 出現頻度20以上の名詞をあげたも

のである。全体的に見て頻度の高いものは，patient

[609], history [364], examination [243], 

hospital [211], diagnosis [208], year [204], 

pain [201], tissue [195]などで，比較的易

しい基本的な語が多く見られる （［ ］内は頻度

を示す）。

形容詞は，表1-2に頻度30以上のものをまと

めた。形容詞は主に程度 ・位置を表すものか多

い。また，部位 ・器官名を示す医学用語系の形

容詞もかなり見られる。全体的に見て，形容詞

は種類が少なく ，同一の語か繰り返し使われて

いることかわかる。

これらの表では，名詞 ・形容詞ともに，医学

用語は一般英語に比べて頻度か低くなっている。

しかし，英文診療録の把握という教育目標から

いえば， patient,examination, hospitalとい

った易しい単語は，既知語として教育の対象か

らはずしても差し支えないであろう 。

読み取りの障害となるかどうかという視点か

ら見ると，次の点がポイントになる。

易しい単語には， 日常的な意味とは異なった

限定された意味かあり，それは特に高頻度の語

に見られる。以下に，その例をあげる。

語 限定された意味

activity 代謝

admission 入院

chief complaint 主訴

discharge 退院

episode 症状の発現

extremity （四肢の）先端

history, past history 病歴，経歴

lobe 葉

murmur （心）雑音

operation 手術

physical examination 身体検査

system 系

tenderness 圧痛

tlSSue 組織

wave 波形

acute 急性の

chronic 慢性の

general 全身の

negative 陰性の
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表 1-1 名詞

頻 度 出 現 語

200以上 patient, history, exam111at1on, hospital, d1agnos1s, year. pam 

100以上 tissue, blood, day, heart, chest, date, area, time, lung, disease, mass, age, room, admission, cell, 

abdomen, procedure, section, sk111, week, neck, 1mpress1on 

50-99 month, male, liver, pulse, specimen, report, suture, discharge, evidence, eye, Illness, ear, con1t1on, 

pressure, weight, number, phys1c1an, bowel, female, med1cat1011, problem, study, extremity, operation, 

tenderness, edema, family, loss, system, artery, incision, node, surgery, complaint, size, lesion, bladder, 

breast, kidney, pos1t1on, treatment, gland, name, murmur, biopsy, findings, anesthesia, head, muscle, 

wall, portion, bleeding, child, difficulty, episode, side, sound, symptom, test, thyroid, wound, 

lobe, exam, fltud, hour 

40-49 fracture, region, sinus, carcinoma, diameter, leg, level, limit, quadrant, spleen, surface, tube, activity, 

breath, degree, therapy, tumor, wave, abnormality, back, J0111t, gallbladder, lymph, x-ray, mother, nose, 

body, 1nfect1on, note, throat, vessel, allergy, arm, membrane, temparature, time, distress, drug, office 

30-39 cough, film, reflex, rate, review, cavity, change, count, fever, hernia, movement, pathology, plan, sign, 

ve111, aorta, bra111, rhythm, vom1t1ng, care, headache, home, pelvis, colon, course, hemorrhage, 

laboratory, appearance, coronary, fascia, follow-up, minute, nerve, summary, duct, finger, nausea, 

pneumonia, series, stomach, tendon, urine, uterus, adhesion, canal, emergency, end, foot, hypertension, 

interrupted, space, stone, tract, ulcer, amount, mfarct1on, matenal, mucosa, swelling, type, umt 

20-29 base, bone, recovery, shortness, ankle, calc1f1cat1on, case, consultat1on, cyst, dyspnea, evaluation, 

mouth, rnght, pack, penod, record, rule, carotid, descnpt1on, diet, d1ssect1on, failure, fashion, rnorrnng, 

range, shape, ventncle,'alcohol, clamp, co111p!,cat1on, congestion, cord, distention, face, father, mot,on, 

obstruction, presence, axis, capsule, catheter, diarrhea, ligament, percussion, platelet, pupil, surgeon, 

tonsil, defect, food, function, layer, length, man, nodule, parenchyma, respiration, signature, valve, 

woman, adrenal, diabetes, hand, health, 111crease, inJury, point, rad1at1on, scan, scar, smear, structure, 

apped1x, block, control, cyanos1s, f1bros1s, hosp1talizat1on, msulin, m1dl1ne, part, place, radiology, silk, 

vagina, weakness, anemia, bed, birth, catgut, childhood, color, date, department, disorder, 

electrocardiogram, esophagus, fragment, frequency, neoplasm, rad1olog1st, breathing、cataract,center, 

cervix 

複数形は，単数形の中に含めた。

表 1-2 形容詞

頻 度 出 現 語

400以上 left, nght 

100以上 well, present, year-old, low, any, past, small, white, physical, other, upper, both 

50-99 good, negative, general, chro111c, antenor, pulmonary, abdominal, all, acute, clear, last, large, 

moderate, usual, med1cal, mt!d, posterior, bt!ateral, marked, severe, gross, rectal, soft, lateral, regular, 

more, siight, multiple, postoperative 

40-49 c!i111cal, closed, prior, unremarkable, possible, previous, distal, ventncular, chief, first, intact, 

m1croscop1c, cardiac, several, old 

30-39 palpable, same, s1gn1f1cant, few, surgical, chromic, discomfort, external, preoperative, equal, further, 

myocardial, cervical, abnormal, light, f111al, free, respiratory, medial, m1111mal, recent, 1111tral, daily, 

deep, mgu1nal, occas1onal, operative 
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これらは，特に難しい語ではないが，特有の

意味で使われているということで学習者に注意

を喚起してお〈と効果的である。辞書的な教育

ではなく ，実地の中で原文に即 して教える こと

の重要性があら ためて認識されよう 。

医学用語も既知語を除くと，出現の割合が高

くなるがそれは，語要素別にしてみると，

陪明らかになる。

(2) 接頭辞 ．接尾辞

頻度の高かったものを，接頭辞・接尾辞別に，

表2・表3に示した。いずれも，出現例は原則

として頻度順に 3例を載せている。

特に頻度の高かったものは，接頭辞では，a-,

an-, hyper-, peri-, sub-, dys-，接尾辞では

-itis, -oma, -ectomy, -logy, -gramである。

(3) 連結形

医学用語を連結形ごとにまとめ，合計頻度の

高い順に，代表的な語とともに表4に示した。

連結形でまとめると，この表に見られるよう

に，医学用語の出現頻度は高くなって〈る。

hem/ o, hem at/ o [blood], cardi/ o [heart], 

aden/o [gland], later/o [side], fibr/o 

[fiber], carcin/o [cancer], cyst/o 

[bladder], gas tr/ o [stomach]などは，そ

れぞれ対応する一般英語も高い頻度で出現して

いるか，医学用語もその対応する英語と同じか

またはそれよりも多〈使われている （［ ］内は

対応する一般英語を示した）。

一般英語の方か多いものは， pneum/o,

pneumon/o [lung], hepat/o [liver], cyt/o 

[ cell]などであった。しかし，これらは，一般

英語の使用頻度も高いが，同時に医学用語も決

して少なくはないことかわかる。

なお，右側 ・左側を示す接頭辞についてみる

と， dextr/oは1件， sinistr/oでは出現なしと，

ほとんど使用されておらず，一般形容詞の right,

leftが使われていた。表1-2に示したように，

これら 2語の出現頻度は400以上であった。

(4) 略語

頻度10以上の略語を表5にあげる。ただし，

敬称や単位を示すものは省略した。

以前の略語調査3,4)でも，窓味不明の略語の多

さが目に付いたか，今回の調査でも，出現頻度

の低いものに，意味の不明確な略語が多くあっ

表2 接頭辞

接頭語 頻度 出 現 例

a-, an- 134 anesthesia 

anemia 

anenthet1c 

hyper- 113 hypertension 

hypertrophy 

hyperplasia 

pen- 107 penpheral 

peritoneum 

peritoneal 

sub- 93 subcutaneous 

subcorneal 

subcuticular 

dys- 90 dyspnea 

dysuna 

dysphag1a 

post- 78 postoperative 

ep1- 77 epithelial 

ep1staxis 

epitheltum 

trans- 74 transfusion 

transverse 

transurethral 

111- 72 indigestion 

insufficiency 

mab山ty

pre- 67 preoperative 

premature 

precord1um 

intra- 55 intravenous 

intraventncular 

intraocular 

endo- 37 endometnum 

endoscopy 

endotracheal 

meta- 34 matastas,s 

hypo- 33 hypoglycemia 

para- 33 parathyroid 

その他 inter-, ant,-, extra-, im-, mal-, supra-, 

pro-, c1rcum-, mesa-, ante-, de-, exo-, 

ultra-, infra-, ab-, ecto-, per-, contra-, 

co — 等

出現例については，1原則として頻度順に上位3語を示し
た。
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表 3 接尾辞

接頭語 1 頻度 出 現 例

-,tis 191 bronchitis 

arthritis 

tonsillitis 

-oma 127 carc1noma 

hematorna 

adenosarcoma 

-ectomy 103 appendectomy 

tons1 l lectomy 

cholecystectomy 

-logy 99 pathology 

radiology 

etiology 

-gram 97 electrocard1ograrn 

program 

pyelogram 

-oid 78 sphenotd 

rheumatoid 

schizoid 

-esthesia 68 anesthesia 

-una 64 dysuna 

nocturia 

hematuria 

-meter 51 diameter 

-trophy 44 hypertrophy 

atrophy 

-megaly 41 organomegaly 

hepatosplenomegaly 

cardiomegaly 

-scopy 41 endoscopy 

bronchoscopy 

-em1a 38 anemia 

-pnea 38 dyspnea 

orthopnea 

-pa thy 31 adenopathy 

lymphadenopathy 

-graphy 30 mammography 

angiography 

その他 —orrhea, -plasta, -therapy, -otomy, 
-sclerosis, -stasis, -cele,ーt!1th1as1s,

-phagia, -ectas,s等

出現例については，原則と して頻度順に上位3語を示し

た。

t:-. ヽ0

なお，以前の略語調査リストの中にはなかっ

たが，今回の査料には，薬の投与時間 ・回数に

ついて，ラテン語系の語句が，略語として使わ

れていることが目立った。

(i列） b.i. d. (bis in die) 

q_ i. d. (quater in die) 

p. r. n. (pro re nata) 

q. d. (quaque die)等

これらは， 一定のルールに基づいて表現され

ているが，正確で完全な把握のためには，記号

に対して，単に日本語を対応させるばかりでな

く，元のラテン語での意味を きちんと押さえて

おいた方が効率的であろう 。

(5) 英語文献での用語使用状況

診療録は，患者の個人記録 (past history, 

family history, social historyなど）の記載が多

いため，一般的な用語が多くなっていると考え

られる。

そこで，医療秘書か英語力を求められるもう

一つの分野である導門文献の医学用語の使用状

況を見るために，“DiffementialsDiagnosis of 

Common Complaints"22)の語梨も，同様に分析

してみた。この文献は，症状別に疾病を解説し

たもので，まず，一般的な医学入門書であると

いってよいであろう 。

これらを分析した結果としては，名詞 ・形容

詞については，やはり一般的な英語も多く使わ

れており ，それは，主に患者の訴えの部分であ

った。英文診療録と英語文献における名詞を比

較すると，診療録での頻度を 1とした場合，cause

iよ31.2, headache Ii 7. 9, pain Ii 6. 9, symp-

tomは6.5, infectionは5.9となった。形容詞

の場合は，mostは 14.1,dueは9.5, lessは

5. 0, vaginalは4.2, acuteは3.3となった。

ただし，患者の訴えの部分以外の等門的な部

分に見られる医学用語は以下のような別の傾向

を示している。

接頭辞については，診療録の場合と比較する

と，表2にあげたものは，ほぼ同程度の割合で

出現した。しかし，診療録での頻度を1とすると，

dysーについては4.2, hypoーは3.4, endoーは

2.5, preーは1.9という出現率となった。

接尾辞については， — itisが診療録 l に対して6 . 9
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辿結形 頻度 出 現

hem/o 207 hemorrage 

hemat/o hernostasis 

hernatocnt 

card1/o 193 cardiac 

myocard1al 

electrocard1ogram 

later/o 182 bilateral 

lateral 

bilaterally 

arten/o 121 artery 

artenosclerot,c 

arterial 

cyst/o 113 cystlC 

cyst 

cholecystectomy 

anter/o 104 anterior 

anteriorly 

f,br/o 100 fibrous 

f1bros1s 

f1brot1c 

lymph/o 98 lymph 

lymphocyte 

lyrnphocyt1c 

cyt/o 97 lymphocyte 

lymphocyt1c 

cytoplasm 

pulm/o 97 pulmonary 

pulmonology 

pulmomc 

ur/o 97 unne 

urmary 

unnalys1s 

muc/o 93 mucosa 

mucous 

mucosa I 

abdom1n/o 90 abdom1nal 

neur/o 89 neurolog1c 

neurolog1ca¥ 

neural 

aden/o 79 adenopathy 

adenoid 

adenoma 

bronch/o 76 bronchitis 

bronch/i bronchial 

bronchodilator 

gastr/o 76 gastro111test111al 

gastric 

ep1gastnc 

• 歩(1度は、その連結形を使 っ た語数の総計。
・複数形は、単数形の中に含めた。

表 4 連結形

例 連結形

poster/a 

thyr/o 

thyroId/o 

pelv/i 

vas/o 

append/o 

append1c/o 

carcm/o 

uter/o 

my/o 

vagm/o 

ven/o 

pneum/o 

pneurnon/o 

nerv/i 

nerv/o 

cerv1c/o 

ang1/o 

hepat/o 

psych/o 

spm/o 

・出現例は、原！！llとして頻度の高い順に 3語をあげた。

頻度 出 現

75 posterior 

posteriorly 

posterolateral 

75 thyrOId 

parathyroid 

thyrornegaly 

67 pelvis 

pelvic 

62 vascular 

cardiovascular 

vasculanty 

59 appendix 

appendectomy 

append1c1t1s 

59 carc1norna 

adenocarcinorna 

59 uterus 

uterine 

58 myocardial 

myocardium 

52 vaginal 

vagina 

51 intra venous 

venous 

50 pneumonia 

bronchopneurnon1a 

49 nerve, nerves 

nervous 

46 cerv1cal 

44 angma 

ang,ogram 

angiography 

42 hepatosplenomegaly 

hepat1t1s 

hepatlC 

42 psychlatrlC 

psychotic 

40 spinal 

spme 

例
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表 5 略語

語 句 頻度 慈 味

pt 79 patient 

cc 47 carbon copy 

HEENT 37 head-eye-ear-nose-throat 

bp 33 blood pressure 

GI 31 gastrointestinal 

EKG, EKGs 22 electrocardiogram, -graph 

EEG 19 electroencephalogram, -graph 

GU 18 genitourinary 

PA 18 posteroantenor 

rt 18 nght 

C. ¥I.A 17 celebrovascular accident 

costvertebral angle 

I-Ix 17 history 

ref 17 reference, referred 

b i d 15 twice a day 

CBC 15 complete blood count 

q i d 15 four times a day 

Rx 15 prescription 

qrs 14 quarters 

approx 13 approximate (ly) 

CT 13 computerized tomography 

lab 13 laboratory 

pH 13 potential of hydrogen 

AP 12 anteropostenor 

WBC 10 white blood cells 

white blood count 

敬称 (M.D., Dr., Mr.等），単位は除〈

と非‘常に多い結果となったが，これは，病名を

含む部分（診断の基準）がこの資料に多く含ま

れているためと考えられる。

連結形については，表4の語の内，診療録で

の出現頻度を 1とすると，2以上であったもの

ti, vagin/o, abdornin/o, gastr/o, spin/o, 

ur/o, cervic/oであ った。逆に，0.4未満のも

のは，anter/o,hern/o, cyt/o, lyrnph/oであ

った。

これらの比較の結果，英文診療録と 比べて，

英語文献では診断 ・病気についての説明の箇所

は医学用語の使用が優勢であるということかわ

かった。

4.まとめ

以前に調査した附属病院の診療録では，部位

名だけでな〈 ，症状名にも通常の英語での記載

が多〈見られた 1.2)。

今回の調査では次のようなことがわかった。

(1) 使用されている英語は易しいものか多い。

(2) 診療録において中心となる語は，ほとんど

医学用語であり ，その特定の慈味がわかれば全

体の読解も可能になる。医学用語の種類は少な

く，同ー語が多用されているので，党えておけ

ば簡単である。

以上のことから，改めて，医学用語の重要性

を認識することができる。

また，文章については，診療録は，事実を正

確かつ簡潔に表すことを主眼としているため，

構文が単純で，理解しやすいものであった。用

語も，一般英語として使われているものには，

易しいものか多いことはデータからも明らかで

ある。これらのことからも，診療録の文章の読

解では，医学用語の理解かキーボイントになる

と考えられる。

略語については，調査中， 一部の診療録例に

使用頻度が多いことに気がついた。これらは，

実例中で使われているので，誰が見てもわかる

類のものであるはずである。しかし，頻度の低

い略語は，文脈に照らして考えても，意味が不

明なものも多〈 ，平語の解析を行う上での支齢

となった。これについては，以前に行った調査

でも，臨床実習において，診療録内の略語が学

生にと って困惑のもとであるということが明ら

かになっている ‘I)o 

適正な医燎を行うためには，正確な記録を作

成し，それを正しく判断することが必要となる。

略語は，なるべく使用しないことを各人が心が

ける必要があるとともに記録の作成にあたる

秘密は， もとの慈味を医師に確認して，スペル

アウトする必要があると考えられる。

LANやインターネ ット上での医療情報の共有

化は， ますます盛んになっている。情報の共有

化と即時利用のための，オ ンライン入力も次第

に普及しつつある。また，個人の healthrecord 

の作成とその所有は，国内 ・国外を問わず， さ

らに進展すると考えられる。それらを考え合わ
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せると ，正し〈英語で記載し，かつ読解できる

英語カ ・語菜力をつける必要がある。

このような環境の中で，医療秘書には，医師

の補佐として，正確な記録を作成する能力と，

適切な情報を集めるための能力がますます要求

されるであろう。したかって，医療秘書のため

の医学用語教育においては，造語法の基礎をマ

スターし，語槃力をつける ことに併せて，具体

的な診療鋒関連の査料 を多く 使うこと で，易し

い恨用語に慣れることが自信をつける早道とな

る。
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